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T-3262の 産婦人科領域 におけ る臨床的検討

平 林 光 司 ・岡 田 悦 子

国立福山病院産婦人科*

新 しい ピリ ドンカルボ ン酸系合成抗菌剤T-3262に つ いて臨床的検討 を行 い,以 下 の成績 を得

た。

1)産 婦人科領域 の感染症患者8例 に 本 剤1回150mg1日2～3回,7日 間経 口投与 した。

産褥子宮 内感染1例,骨 盤i腹膜炎2例,腹 壁膿瘍3例,乳 腺炎1例,膀 胱炎1例 の計8例 の臨床効

果 は,著 効1例,有 効7例 であ り,全 例有効以上 の成績 であ った。

2)副 作用は,特 記すべ きものはな く,臨 床検査値 については,1例 にLDHの 上 昇を認めた。
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T-3262は 富 山化 学 工 業(株)綜 合研 究 所 で合 成,ス ク

リー ニ ソグ され た 新 しい 経 口合成 抗 菌 剤 で,Fig1に 示 す

よ うな構 造 式 を 有 して い る。 本 剤 の抗 菌 スペ ク トル は 従

来 の ピ リ ドソ カル ボ ン酸 系 に比 ぺ特 に,Staphylococcus

aureus, Streptococcus, Enterococcus faecaiis な ど

の グラム陽性菌 と Bacteroides fragilis, Peptostrepto-

ooccus sp.な どの嫌気性菌に強い抗菌力を示す1)。

今 回,こ のT-3262に つい て産婦人科領域 で の 臨床

的検討を行 う機会を得たので,そ の成績を以下に報告す

る。

I.方 法

産婦人科領域の感染症 を対 象 と し,昭 和62年2月 か

ら7月 までの間に国立福 山病院産婦人科に入院 した6例

と外来受診 の2例 の産婦人科感染症 に 使用 した。 症例

は,Table1に 示す通 り,産 褥子宮 内感染1例,骨 盤 内

感染2例,腹 壁膿瘍3例,乳 腺炎1例,膀 胱炎1例 の合

計8例 であ る。投与方 法は1回150mg1日2～3回,

7日 間 の経 口投与 とした0

効果判定は,起 炎菌 の消長,自 他覚所見の推 移,検 査

所見 の変化か ら総 合的 に判定 し,主 要 自他覚症状 が3日

以内 に著 しく改善 し治癒 に至 った場合を著効 とし,主 要

自他覚症状が3日 以内に改善 の傾向 を示 し,そ の後 治癒

Fig. 1. Chemical structure of T-3262.

した場合 を有効 と し,3日 経過 しても改善 しない場合は

無効 とした。 また,手 術や切開な どの外科的療法を併用

して著効 であ った ものは,著 効 とせず有効 した。

また,自 他覚的副作用 と,本 剤投与前後の臨床検査値

か ら,安 全性の検討を行 った。

II.成 績

1.疾 患別臨床 効果

Table1に 症例の一 覧を示 した。産褥子宮内感染の1

例 は,分 娩後に,発 熱,膿 性悪露を呈 した症例であ り,

投与 開始時の検査所見 は体温37.9℃,WBC9500,CRP

2+で あ り,T-32621回150mg1日3回 の投与を開

始 した。臨床的には7日 間投与で改善 し,有 効と判定し

た。 また投与開始時 に悪露中 よりStaphylomcus epi-

dermidis, Escherichia coli が 分離され,6日 後の検

査 で膿性悪露の消失は認 め た が,Ecoliが 消失せず細

菌学的 には一部消失 と判定 した。骨盤内感染の2例 はい

ずれ も子宮筋腫術後 に発熱を呈 した症例であ り,臨床所

見上改善を示 し,有 効 と判定 した。 また1例 で腹腔内よ

り S. epidermidis, Enterococcus faecium, Coryne-

bacterium sp., Peptostreptococcus magnus が検出さ

れたが,治 癒のため投与後の検査は実施せず,細 菌学的

効果は判定不能 とした。

腹壁膿瘍の3例 は全例有効 で膿 よ り, S. epidermidis

+ Staphylococcus haemolyticus + E. faecalis, S. au-

reus,E.faecalisが 分離 され,す べて消失 した。

乳腺炎の1例 は,乳 首腫大,疹 痛 を訴え来院 した症例

であ り,細 菌学的効果 は不明 であ ったが本剤7日 間の投

与 で有効 であ った。

膀胱炎の1例 は,頻 尿,排 尿痛を訴え来院 した症例

で,本 剤投与後 の速やかな症状 の 改善 と起炎菌Ecoli
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Table 2. Laboratory findings of cases treated with T-3262

B: Before A: After

の 消 失 を認 め,著 効 と判 定 した。

な お,本 剤 に よ る と思 わ れ る 自他 覚的 副 作 用 は 無 く,

臨 床 検 査 値 異常 は,1例 にLDHの 上 昇(case1)を 認

め た(Table2)。

III.考 案

近 年,経 口合 成 抗 菌 剤,特 に,ピ リ ドンカル ボ ン酸 系

の開 発 が 非 常 に盛 ん で あ る2,3)。そ の 中 でT-3262は,

グラ ム陽 性 菌,陰 性 菌,嫌 気 性 菌 と幅 広 い 抗 菌 ス ペ ク ト

ル を有 し,特 に グ ラム 陽性 菌 と嫌 気 性 菌 に 対 して は従 来

の合 成 抗 菌 剤 に 比 べ最 も 良 い抗 菌 力 を 示 して い る1)。 産

婦 人 科 領 域 感 染 症 の場 合,各 種 の菌 が 分 離 され,ま た混

合 感 染 も多 く経 験 す る た め,本 剤 の よ うに 広 い 抗 菌 ス ペ

ク トル と強 い 抗菌 力 を有 す る薬 剤が 有 用 と思 わ れ る。

今 回,我 々の行 った産 婦 人 科 領 域 感 染 症 に お い て も,

グ ラ ム 陽 性 菌 と し てS. aureus, S. epidermidis, E.

faecalisな ど6菌 種9株 グラ ム陰 性 菌 と してE. soli

2株,嫌 気性 菌 と してP. magnus1株 が 分離 され た 。

この 中 て産 褥 子宮 内感 染 の1例 でE. coliの 消 失 を認 め

なか った が,他 の 細 菌 学的 効 果 判 定 の 可 能 であ った4例

で はす べ て菌 の消 失 を 認 め た。 また,細 菌学 的 効果 判定

不 明 で あ った 骨 盤 腹 膜 炎 の例 で も臨 床 的 に は有 効で あ っ

た 。 この こ とか ら我 々の 臨床 結 果 は,本 剤 の十分 な組 識

へ の移 行 と細 菌 学 的 特 長 を 良 く反 映 した も の と考 え られ

る。

また,本 剤 に よ る と思わ れ る 自他 覚 的 副作 用 は無 く,

臨 床 検 査 値 異 常 はLDHの 上 昇1例 で あ った 。

以 上 か ら,T-3262は1回150mg1日3回 の 投 与

で,産 婦 人 科 領 域 感 染症 に治 療 効 果 が期 待 で きる と考 え

られ る。
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T-3262 IN GYNECOLOGY AND OBSTETRICS

KOJI HIRABAYASHI and ETSUKO OKADA

Department of Obstetrics and Gynecology, National Fukuyama Hospital

4-14-17 Okinogami-cho, Fukuyama-shi 720, Japan

We conducted a clinical study on the new antimicrobial agent, T-3262. 

1) T-3262 was administered to 8 patients with gynecological and obstetric infections by p. o. adminis-

tration at a dose of 150 mg, 2-3 times daily for 7 days. Diagnoses were : puerperal intrauterine 

infection in 1 patient, pelvic peritonitis in 2, abdomina! abscess in 3, and mastitis and cystitis in 1 

patient each. Clinical efficacy was excellent in 1 and good in 7 patients. All patients treated with 
T-3262 responded well clinically. 

2) No remarkable side effects were found and laboratory findings revealed elevation of LDH in one 

patient.


